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 ■観光とモバイルシステム

　観光は，国の重要な政策の 1つとして位置づけ

られており，2006年には「観光立国推進基本法」が

成立し，これを受け，「観光立国推進基本計画」が

2007年に策定された．現在，“ 魅力ある観光地の

形成，観光旅行の促進のための環境の整備等 ”につ

いて，具体的な目標を設定し，さまざまな施策が推

進されている．

　2006年度，2007年度に国土交通省が実施した「ま

ちめぐりナビプロジェクト（以下，まちナビ）」では，

全国 56地域において，携帯電話や PDAといった

モバイル機器を用いた観光情報提供サービスが展開

され，観光者への適切な情報提供によって満足度を

高める取り組みが行われた 1）．「まちナビ」で取り組

まれた実証実験では，“IT等の活用により，これま

でにない観光情報提供の可能性 ”が示された．しか

し，それと同時に，“ モバイル端末の長所を活かし

きれていない ”などといった課題も指摘されている．

　本稿では，これまで指摘されてきた観光情報

提供の課題解決に向け，拡張現実感（Augmented 

Reality：以下，AR）と呼ばれる技術に着目し，スマ

ートフォンを活用した観光情報システムに関する取

り組みを紹介する．

 ■着地における観光情報提供の課題

　観光の目的地（着地）における観光情報提供に関し

て，「まちナビ」の取り組みで開発されたシステムで

は，従来の固定案内板やまち歩きマップといった紙

媒体に比較し，検索機能等を用いて，移動しながら

でも，多くの観光情報を得ることができる独自の工

夫などといった “観光の魅力を高めるための多くの

ヒント ”を得ることができた．

　しかし，同時に，いくつかの課題も指摘されてい

る．第 1に，観光情報を提供する機器の操作性に

関する課題である．モバイル機器を用いた情報提供

では，提供する情報量を多くすると，観光者が必要

とする情報にたどり着くまでの操作量も多くなって

しまいがちである．

　第 2に，観光情報の内容に関する課題である．着

地側が提供する観光情報は，その地域の考えに基づ

いて選択されることが多く，観光者が求める飲食や

買い物に関する情報が不十分な場合がある．また，

それに関する情報が提供されていても，内容や情報

量の検討が十分ではなく，分かりにくい．

　第 3に，観光の魅力性にかかわる課題である．歴

史的景観や風景をゆっくり楽しむような観光地では，

携帯電話の小さな画面で表示する情報の内容や表示

方法等の工夫を行っていない場合は，かえって「観

光の雰囲気」を壊してしまう可能性がある．
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 ■モバイル観光情報システムと 
AR技術

　このような課題の解決を目指して，旅行先の観

光者を支援するモバイル型の観光情報システムに

関するさまざまな研究が行われてきた．たとえば，

2011年に世界遺産登録された平泉（岩手県）などを

フィールドとして開発された，アクティブ RFIDと

携帯電話を用いて多様な観光者に対応できるプッシ

ュ型観光情報システムがある 2）．

　また，近年，注目されている AR技術を応用した

モバイル型の観光情報システムが実用化され始めた．

AR技術とは，現実世界に対して，ディジタル情報

を付加することにより，現実を増強・拡張しようと

する技術 3）で，仮想世界と現実世界を関係づけ，人

間の現実世界での活動を支援する情報提供手法の

1つである．

　本稿では，スマートフォンなどのモバイル機器を

プラットフォームとして応用が進んでいる AR技術

を大別し，「位置センサ型 AR」と「マーカ型 AR」と呼

ぶこととする．「位置センサ型 AR」は，GPS機能や

電子コンパスなどの情報を統合し，モバイル機器の

位置を推定して情報を配置する技術である．

　位置センサ型 ARを用いた代表的なアプリケー

ションが，頓智ドット（株）が開発したセカイカメ

ラ☆ 1である（図 -1）．セカイカメラは，GPSを用い

て位置情報を取得し，モバイル端末のカメラ機能で，

画面上の風景にエアタグと呼ばれる情報が重畳表示

される仕組みで，当初，iPhone版が公開され，そ

の後，Androidをプラットフォームとする端末にも

対応した．日本国内では，岐阜県高山市などの観

光地で活用が進んでいる．また，海外では，Layer 

B.V.社が提供する Layer☆ 2という ARアプリケー

ションがある．こちらも位置情報を GPSで取得し，

モバイル端末の画面上の風景に，アイコンが浮かび，

それをタップすることで情報が表示される仕組みで

ある 4）． 

☆ 1 Sekai Camera，http://sekaicamera.com/
☆ 2 Layer，http://layar.com/

　一方，「マーカ型 AR」は，特定の幾何学的な図形

マーカ（以下，ビジュアル・マーカと呼ぶ）をモバイ

ル機器の内蔵カメラで読み取って，その特徴を解析

処理することにより，対応する情報とのリンクを実

現している．この方式では，すでに ARアプリケー

ションを開発するための構築ツール「ARToolKit」が

提供されており，ARシステムの開発などに応用さ

れている．

　また，特定のビジュアル・マーカではなく，雑誌

やポスターなどに印刷された写真画像を ARマーカ

として用いる方法がある．この方法では，対象とな

る複数の画像をデータベース化し，モバイル端末の

カメラ画像に対して，マッチングを行うことにより，

情報を重畳表示させている．この仕組みであれば，

対象とする画像自体に特別な仕掛けを行う必要がな

く，特定のビジュアル・マーカを現実空間に貼り付

ける手間を軽減できる．

　さらに，ビジュアル・マーカや写真画像を用いる

のではなく，風景・町並みや建物といった現実空間

（a）JR 小樽駅前付近

（b）日本銀行旧小樽支店付近

図 -1　セカイカメラの利用例
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のランドマークそのものをマーカとして用いる研究

が行われている．この場合，風景や建物といった対

象の特徴量を抽出し，これをデータベース化すれば

マーカと同様な利用が可能になる．しかし，実在の

風景すべてをデータベース化するのは現実的ではな

いため，GPSなどから位置情報を取得し，現在位

置の周辺に限定したデータベース検索を行い，マッ

チングするなどの工夫が必要となる 5）．

 ■ AR技術を用いた観光情報システム

　筆者らは，観光地図に印刷した観光スポットなど

の写真画像を ARマーカとした観光情報システムの

研究を進めている（図 -2）．このモバイル ARシステ

ムは，対象画像をスマートフォンの内蔵カメラで撮

影し，画面上の写真画像に対して，対応する映像コ

ンテンツを自動的に重畳表示できる 6）．

■■ AR 観光情報システムの概要
【対象画像の撮影】

　まず，本システムのユーザ（観光者）は，スマート

フォンの ARアプリケーションを起動して（図 -3：

Step1），観光マップの写真画像のうち，興味のあ

る観光スポットの画像が含まれるように撮影を行う

（Step2）．スマートフォンの操作としては，画面上

の右隅に配置した専用のアイコンに軽くタッチする

動作のみで容易に撮影することができる．

【撮影画像の解析】

　次に，スマートフォンで撮影された画像は，画

像認識サーバへ送られ（Step3），画像認識サーバは，

送られてきた撮影画像の中に比較元の画像が映って

いるかどうか，映っているのであればどこに映って

いるのかを解析する（Step4）．

　続いて，ARアプリケーションは，撮影画像中

にどの比較元画像が映っているのかという情報と，

撮影画像中のどこに映っているかを示す座標情報

を画像認識サーバから取得する（Step5）．そして，

Step5で取得した情報をもとに，撮影された比較元

の画像に関する映像コンテンツをコンテンツサーバ

からダウンロードする（Step6）．

　なお，画像認識には回転，拡大・縮小に頑健な局

所特徴量を用いている．局所特徴量は，あらかじめ

比較元画像から抽出し，画像認識サーバに登録して

おく．画像認識サーバでは，ARアプリケーション

から送られてきた撮影画像に対して特徴量を抽出し，

比較元画像の特徴量群と比較する．一致した特徴点

の個数が閾値を超えた比較元画像は，撮影画像中に

映っているものとみなし，特徴点の座標情報から変

換行列を求め，比較元画像の座標情報を計算してい

る（図 -4）．

　画像認識エンジンをサーバサイドに置くメリット

としては，アプリサイズを低減できること，コンテ

ンツ更新や機能拡張が容易なこと，クライアントサ

イドよりコンテンツ登録数の上限が高い，といった

点が挙げられる．

　一方で，サーバを介すことにより撮影画像やコン

テンツの送受信に伴うレスポンス低下が考えられる

図 -2　AR 観光情報システム

（a）観光地図とスマートフォン

（b）AR観光情報システムの動作状況
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が，画像認識率に影響を与えない程度に送信画像を

圧縮することで，撮影から映像再生までのレスポン

スタイムを短縮している．

【映像コンテンツの再生】

　ARアプリケーションは，コンテンツサーバから

ダウンロードした該当映像コンテンツを撮影した画

像上に重畳表示し，再生する．また，再生中の画面

をタップすることをトリガとして，フル画面の映像

コンテンツや関連するWebページへ遷移する．こ

れにより，観光者は，自分が求める観光施設の詳細

な情報等に簡便な操作でたどり着くことができる．

　重畳表示した映像コンテンツの再生時には，最初

の一コマ目を比較元画像と同一のものとし，徐々に

変化させていく．この再生方法により，スマートフ

ォン画面上の撮影写真画像が，あたかも動き出すか

のような視覚効果を与え，観光者が最初に映像コン

テンツを目にする際，新鮮な驚きを感じることがで

きるよう工夫している．

■■ 従来のARアプリとの違い
　従来の ARアプリケーションは対象物に追従して

コンテンツを表示するトラッキングを伴うものが多

いが，本アプリは静止画を撮影するタイプである．

観光のような利用シーンにおいては，常に対象物に

向けて端末を把持するトラッキング操作は必ずしも

必要なく，むしろ画像撮影後は自由な姿勢でコンテ

ンツを楽しめる操作方法のほうが観光に集中しやす

いと考えられる．

図 -3　システム概要

図 -4　撮影画像の
解析イメージと重畳
表示

Step1：AR アプリケーションの起動

Step2：対象画像の撮影

（１）スマートフォン
（ARアプリケーション）

携帯電話通信網／
インターネット

（2）画像認識サーバ

（3）コンテンツサーバ

Step3：撮影画像の
　　　　送信

Step4：撮影画像の解析
Step5：解析結果の取得
　　　（認識した画像，座標）

Step6：コンテンツの
　　　　取得（映像など）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマートフォン画面上の撮影画像 

撮影画像の中で，比較元画像が 
どの部分に映っているのかを解析し，
四隅の座標情報を取得する． 

画像認識サーバ内の比較元画像群 
（オリジナル画像） 
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　また，対象物自身を撮影するタイプではその場所

に行かなければコンテンツを見ることができないが，

持ち運びできる地図であれば，いつでも気になった

コンテンツを確認できるため，新たな観光スポット

への誘導効果も期待できる．

 ■小樽 AR観光情報システムと観光
映像コンテンツ

　前章で述べた ARアプリケーションを用いて，北

海道小樽市に来樽している観光者にシステムの試用

をお願いした．小樽市は人口約 13万人の地方都市

で，小樽運河や石造りの歴史的建造物，硝子（ガラ

ス）製品，寿司，スイーツなどといった観光資源が

豊富な都市型観光地である．

　これらの観光資源のうち，今回，コンテンツサー

バにアップした映像は，小樽の代表的な観光スポッ

トや町並みの映像，歴史的建造物の説明映像，有名

飲食店・土産店舗の店内映像である．また，旅行雑

誌などにあまり掲載されていないような地元ならで

はの店舗内映像コンテンツも作成した．

　来樽する観光者の年齢構成は，20歳代の若年層

とシニア層が多いことから，特に，シニア層の観光

者に小樽の歴史の一端を感じてもらえるよう，小樽

市総合博物館の協力を得て，小樽市内の町並み映像

（昭和初期）の一部を本システムで閲覧可能とした

（図 -5）．

　また，小樽運河における四季ごとの風景映像を用

意し，システム使用時の季節とは異なる時期の映像

（たとえば，夏の観光シーズンに「小樽雪あかりの

路」という雪祭りの映像）を観光者に提供することで，

再度小樽を訪れたいという心情を励起できるような

コンテンツ配置をしている．本 ARアプリケーショ

ンを用いて，小樽運河周辺エリアを観光するイメー

ジは図 -6のようになる．

　今回，試用をお願いした観光者の感想としては，

本 ARアプリケーションにより，画面上の撮影した

写真が，あたかも動き出したかのように見える驚き

が楽しさに繋がること，また，店内の様子を事前に

図 -5　観光映像コンテンツの例（映像提供：小樽市総合博物館）
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映像で見ることができる点などが高評価で，今後も

使ってみたいという声を多くいただいた．

　今後は，小樽や北海道内の観光地を対象として，

スマートフォンを用いた本システムの操作性などの

特徴を活かし，観光情報へのアクセスを向上させる

ことで，観光者を情報提供の面からサポートし，よ

り快適で魅力ある観光の実現を目指していきたいと

考えている．

 ■今後の展望

　小樽市運河周辺エリアにおいて，観光地図に掲載

した写真画像を ARマーカとした観光情報システム

を紹介した．本システムは，基本機能を実装した段

階であり，今後，観光者から要望された機能を追加

するなどの開発を行っていきたいと考えている．

　また，観光は，魅力ある非日常的な行動であるが，

一方では，まったく見知らぬ土地での行動となるた

め，何らかのトラブルや災害といった不測の事態へ

の対応も考えておく必要があろう．

　GPSをはじめとしたさまざまなセンサの内蔵や

操作性の良さといったスマートフォンの機能や特徴

を活かし，今後，初めて訪れる旅行先でのトラブル

対応に必要な情報をスムーズに得るための支援や観

光時における緊急避難行動支援などといった ARシ

ステムの開発も期待される．
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